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１．研究計画の概要 
(１)本研究計画の目的 

本研究の目的は、インド、ロシア、中国の

３国をユーラシアにおいて一定の影響力を及

ぼす｢地域大国｣と設定し、これらの国家の｢

大国｣たるゆえんを、特にディアスポラ、様々

なネットワーク、マイノリティなど社会の諸

側面から考察することにある。ディアスポラ

やマイノリティなどは、大国にとって｢周縁｣

の存在であるが、本研究は、それがかえって

大国の輪郭を浮き彫りにしていることに着目

し、国家の輪郭を超え、それに挑戦する様々

な共同体のあり方を通して、地域大国像を照

射することは地域大国論において重要な研究

手法であるとの認識に立っている。国家の枠

組みを超越することが、かえって国家を際立

たせ、地域大国像の本質に迫ることができる

と考えるためである。さらに、インド、ロシ

ア、中国の３国をこのような視点から比較検

討することは、国家像の再検討に迫るものと

確信している。 

(２)本研究の進め方 

そこで本研究では、ネイションと宗教の相互

関係やその変容、ディアスポラとそのネット

ワーク、あるいは国家のマイノリティ問題に

見られる国民統合の問題を研究テーマに設

定し、これにより、地域大国及びその周縁で

発生する民族問題や紛争について、新たな知

見を提供することを目的として研究を進め

ている。研究はまず実地調査と内外の研究者

との連携の実践により地域大国論に関する

議論を深め、本プロジェクトの他の研究グル

ープとの共同による国際シンポジウムやセ

ミナー、研究会等を開催することによって、

異なるディシプリンの研究者の融合による

地域大国像の解明に努める。 

 
２．研究の進捗状況 

平成 21 年度から 23 年度までに、国際シン
ポジウムを１回主催し、国際セミナーを５回、
研究会を 11 回、研究打ち合わせを５回開催
してきた。これらには他の研究グループとの
共催も含まれ、研究者間の交流も活発に行っ
ている。 

研究分担者および連携研究者は、インド、
中国、アルメニア、イギリス等へそれぞれ出
張し、関連資料を多数入手した。出張につい
ては、随時本研究課題のウェブサイトで報告
を行っている。実地調査では、モスクワ、北
京、デリーなどへ留学する外国人留学生に着
目し、地域大国を裏付けるソフトパワーとし
ての教育について基礎的な調査を行うなど、
この研究計画によってこそ成り立ちえた、新
たな研究テーマを設定することができた。 

さらに、平成 22 年度に主催した国際シン
ポジウム「回帰と拡散～地域大国における人
間の移動と越境」では、「聖地巡礼：信仰と
消費」「故郷を遠くで想う：ディアスポラへ
の招待」「モバイル・ビジネスマン：商業デ
ィアスポラとネットワーク」「知識の拡散：
エリート養成と国家の輪郭形成」「周縁から
の問いかけ」「移動がもたらすもの」の計 6
セッションを企画し、内外の第一線で活躍す
る研究者を交えて、ロシア、インド、中国の
周縁的存在から見た比較研究を行った。シン
ポジウムには初日 75 名、2 日目 65 名の参加
者があり、使用言語は英語とした。いずれの
報告も刺激的で、地域大国像を異なるアプロ
ーチによって検討することができた。分野や
地域の異なる報告は、地域大国の輪郭形成を
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比較研究する上で、その視点を広げる有意義
なものとなった。 
 さらに、平成 22 年 12 月に開催されたイス
ラーム地域研究京都国際会議でも「Islamic 
Homelands inside Regional Powers」のセッショ
ンを担当し、地域大国内のムスリムの動向に
ついて報告を行った。参加者からも 3 地域大
国の比較という新たな手法に対し高い評価
を得たことは、本研究が着実に成果を挙げて
いることを示している。上記の研究会やシン
ポジウムのみならず、国際会議等でも積極的
に報告を行っている。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
理由：本研究にかかる調査と、その成果は国
際学会や論文、著作発表等に反映されている。
また国際シンポジウム主催や研究会共催な
ど、内外の研究者との研究交流を深めており、
研究は順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 今後は、本研究の最終成果を刊行するべく、
研究の総括に向けて活動する。研究会開催や
調査出張等を通して研究活動を続けつつ、学
会や国際会議等での成果報告に重点を置く
こととする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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